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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   お だ ぎ り  た か し  

 

１  委 員 会 名  

  総 務 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ５ 年 １ １ 月 ６ 日 （ 月 ） ～ １ １ 月 ８ 日 （ 水 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） 福 岡 県 北 九 州 市  

・ マ イ ナ ン バ ー を 活 用 し た 「 書 か な い 窓 口 」 に つ い て  

・ 女 性 職 員 活 用 支 援 に つ い て  

（ ２ ） 福 岡 県 飯 塚 市  

・ イ ク ボ ス 推 進 事 業 に つ い て  

（ ３ ） 福 岡 県 福 岡 市  

・ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 活 用 し た 情 報 発 信 等 に つ い て  

・ 女 性 職 員 活 用 支 援 に つ い て  

 

４  所 感 等  

３ 市 共 通 し て 、 ① 職 責 職 員 の 男 女 比 や 賃 金 の 比 較 、 生 理 休 暇 の 状

況 を 具 体 的 に 報 告 し て 頂 き 、 今 後 の 取 り 組 み に 活 か そ う と さ れ る

姿 勢 に は 、 心 か ら の 敬 意 と 、 本 市 に い か せ ら れ る よ う 認 識 を 深 め

る 視 察 と な っ た 。                              

② 「 女 性 活 躍 」 や 「 イ ク ボ ス 」 、 「 男 性 職 員 の 育 児 休 暇 取 得 １ ０

０ ％ 」 等 は 、 そ も そ も 女 性 が そ の 大 半 を 務 め 、 支 え て き た 家 庭 労

働 へ の 尊 重 と 敬 意 が 希 薄 化 し て い る こ と に 大 変 危 惧 を 感 じ る 。  

女 性 へ の 家 事 労 働 の 負 担 集 中 を 解 消 し 、 性 「 差 別 」 へ の 反 省 と

是 正 、８ 時 間 労 働 で 普 通 に 暮 ら せ る 職 場 環 境 づ く り と い う 立 場（ 働

く 者 が 、 労 働 や 家 庭 、 人 生 に お い て も 謳 歌 で き る 環 境 ） こ そ 必 要

だ と 考 え る 。 ３ 市 の 様 々 な 努 力 の 結 実 が 、 一 つ 一 つ の 「 権 利 」 や
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「 母 体 擁 護 」 「 職 員 や そ の ご 家 族 の 心 身 へ の 配 慮 」 等 に 実 を 結 ぶ

こ と を 期 待 し て い る 。 ま た 、 本 市 で も 「 イ ク ボ ス 宣 言 」 だ け に 目

を 奪 わ れ る こ と な く 、す べ て の 職 員 と そ の ご 家 族 が 、人 生 や 生 活 、

仕 事 に お い て 健 康 で 文 化 的 な 日 々 を 送 れ る 社 会 を 実 現 す る 一 つ の

ツ ー ル と し て「 イ ク ボ ス 宣 言 」が 積 極 的 に 活 用 さ れ る こ と を 願 い 、

引 き 続 き 活 動 し た い 。                               

■ 北 九 州 市                              

・ 「 書 か な い 」 窓 口 な ど 、 本 市 で も 課 毎 の 様 々 シ ス テ ム を 統 一 化

し 、 よ り 効 率 の 高 い シ ス テ ム を 目 指 し て い る 最 中 で あ り 、 市 民 の

利 便 性 向 上 は も と よ り 、 業 務 担 当 者 の 実 践 的 効 率 化 を ど う い う ス

タ ン ス で 推 進 す る こ と が 必 要 か を 大 い に 深 め る 機 会 と な っ た 。                              

 同 時 に 、 業 務 の 効 率 的 シ ス テ ム 化 は 、 柔 軟 で 温 か み の あ る 「 行

政 運 営 」 や 、 「 自 治 」 に 基 づ く 自 治 体 運 営 と 相 反 す る 場 合 も あ る

こ と か ら 、 今 後 と も 、 各 施 策 の 「 光 と 影 」 を 複 眼 で 重 層 的 に 議 論

し 、 尊 重 と 深 め 合 い を 続 け て い く こ と が 必 要 と 考 え る 。                              

・ 市 民 千 人 当 た り の 職 員 数 は 「 ７ ． ７ ９ 人 」 （ 本 市 の 場 合 ： Ｈ １

５ 年 度 ７ ． ７ 人 、 Ｒ ４ 年 度 ５ ． ７ 人 ） と い う 実 態 で は 、 ４ ０ 代 を

中 心 に 、 女 性 職 員 が 職 責 者 に 促 せ る 「 自 己 肯 定 感 」 が 持 て る 経 験

と 重 層 的 サ ポ ー ト 体 制 を 構 築 す る ま で は 困 難 さ が 生 じ る と 思 わ れ

る 。                             

                              

■ 飯 塚 市                              

・ 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス 」 と 言 葉 だ け に せ ず 、 行 政 の 本 気

度 を 示 す う え で 、 「 女 性 の 労 働 状 況 に 関 す る 事 業 所 調 査 （ Ｒ ３ 年

５ 月 ） 」 の 取 り 組 み は 大 い に 本 市 で も 参 考 と す べ き と 考 え る 。                              

・ 市 民 千 人 当 た り の 職 員 数 は 「 ６ ． ８ ３ 人 」 （ 本 市 の 場 合 ： Ｈ １

５ 年 度 ７ ． ７ 人 、 Ｒ ４ 年 度 ５ ． ７ 人 ） と い う 状 況 で は 、 「 育 児 休

暇 取 得 １ ０ ０ ％ 」 は 取 得 が 目 的 化 し か ね な い と 思 わ れ る 。  

一 方 、「 育 児 休 暇 」課 内 複 数（ ２ 人 以 上 ）取 得 を 保 障 す る た め 、

正 規 職 員 配 置 を Ｒ ６ 年 ４ 月 か ら 実 施 す る 姿 勢 は 本 市 で も 実 施 に 向

け た 計 画 づ く り が 必 要 と 考 え る 。                              

                              

■ 福 岡 市                              
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 ・ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 活 用 し た 情 報 発 信 も さ る こ と な が ら 、 ８ ３ 万 世 帯

へ の 月 ２ 回 の 広 報 紙 全 戸 配 布 の 体 制 に は 大 い に 驚 き 、 大 都 市 の 底

力 と ネ ッ ト ワ ー ク の ち 密 さ は 大 い に 本 市 で 取 り 入 れ ら れ る よ う 注

力 し た い 。                              

・ 市 民 千 人 当 た り の 職 員 数 は 「 １ １ 人 」 （ 本 市 の 場 合 ： Ｈ １ ５ 年

度 ７ ．７ 人 、Ｒ ４ 年 度 ５ ．７ 人 ）は 、本 市 の ２ 倍 程 度 あ る も の の 、

人 口 増 が 激 し い 政 令 指 定 都 市 な ら で は の 行 政 サ ー ビ ス 上 の 厳 し さ

は 否 め な い 。 「 育 児 休 暇 取 得 １ ０ ０ ％ 」 や 「 イ ク ボ ス 」 に と ど ま

ら ず 、 生 理 休 暇 の 取 得 大 幅 増 や ジ ェ ン ダ ー 平 等 に 向 け た 先 陣 を 切

っ て い た だ き た い と 願 う 。  

                              

 

 


